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平成30年度学校教育自己診断 教員アンケート 

肯定 

学校教育自己診断 教員アンケート 

肯定の率が最も低いのは項目 32番の 14％ 

最も高いのは項目４番の 93％となった。 

 

 

肯定 否定
1 学校の教育活動について教職員で日常的に話し合っている。 79 21
2 教育活動全般にわたる評価を行い次年度の計画に生かしている。 77 23
3 到達度の低い生徒に対する学習指導を、全体的課題として取り組んでいる。 86 14
4 意欲の高い生徒に対して行う学習指導を、個に応じた視点で工夫して行っている。 93 7
5 評価の在り方や、評価方法について話し合う機会がある。 50 50
6 授業においてコンピュータやＡＶ機器等の教具や施設･設備が十分活用されている。 36 64
7 生徒の問題行動の防止や、起きたときに組織的に対応できている。 79 21
8 教育相談体制が整備されており、生徒は学級担任以外の教職員とも相談することができる。 79 21
9 この学校ではカウンセリングマインドを取り入れた生活指導を行っている。 57 43
10 いじめ（疑いを含む）が起こった際の体制が整っており、迅速に対応することができている。 79 21
11 生徒ひとりひとりが興味・関心、適正に応じて進路選択ができるよう、きめ細かい指導を行っている 71 29
12 校則が生徒の実態に則しており、適切であるかについて生徒や教職員間の間で話し合う機会がある。 50 50
13 生徒ひとりひとりが興味・関心・適正に応じて進路選択ができるよう、きめ細かい情報提供を行っている。 86 14
14 ホームルーム活動を主とした学級経営の改善に学級･学年･学校全体で取り組んでいる。 57 43
15 学校行事が生徒にとって魅力あるものとするために工夫・改善を行っている。 64 36
16 生徒会活動を通じて生徒が民主的な手続きを経て、主体的に活動できるよう学校全体で支援している。 36 64
17 学校として生徒が達成感を得られるよう部活動の活性化について工夫している。 50 50
18 人権尊重の教育において、同和問題や在日外国人への偏見や差別及び障がい者に対する理解を高める指導を行っている。 71 29
19 固定的な性別役割分担意識を是正し、男女共生意識に基づく社会を築くための資質を養うことができるよう工夫している。 50 50
20 体罰やセクシュアル・ハラスメントの防止をはじめ、人権尊重の姿勢にもとづいた生徒指導を行っている。 64 36
21 教育活動において地域奉仕やボランティア活動が行われている。 64 36
22 地域等との連携が教育活動において実践されている。 71 29
23 この学校の教育活動には生徒や保護者のニーズにあった特色がある。 79 21
24 校長は自らの教育理念に基づきリーダーシップを発揮し、学校運営を行っている。 86 14
25 学校運営に、教職員やＰＴＡ・学校運営協議会の意見が参考にされている。 64 36
26 適切な校内人事や分掌業務がなされ、各分掌や学年間の連携が円滑に行われている。 64 36
27 職員会議をはじめ各種会議が有効に機能し、教育活動や学校運営に反映されている。 71 29
28 教育活動における問題意識や悩みについて、気軽に相談しあえるような職場の人間関係ができている。 64 36
29 個人情報の適正管理をはじめ、教職員の倫理行動や服務規律への意識が高い 57 43
30 事故･事件･災害等に対して迅速で適切な対処をするため役割分担が明確化されている。 71 29
31 施設・設備の点検や管理が適切に行われている。 57 43
32 施設・設備の拡充は長期的見通しに立って計画されている。 14 86
33 計画的に校内研修や研究授業が実施され、日々の教育実践に役に立っている。 79 21
34 教育活動に必要な情報について生徒・保護者や地域への周知に努めている。 71 29
35 府教育センター等での諸研修に参加する体制が整い、その成果を他の教職員に伝える機会が設けられている。 50 50
36 公文書の収受・発送・保管に対する管理が適切におこなわれている。 92 8
37 指導要録の記入・点検が年度内に適正に行われている。 92 8



記述欄 

●学習指導 

・ICT機器の配備 

・支援の必要な生徒への支援体制をしっかりと明確化して欲しい。 

・校長の意図が全体に伝わりきれておらず、具体的な案が出ていないので、方向性を示して欲しい。また、若手教員の中でのイメージも共有されていないので、連携が取れるよう

な場を設定して欲しい。 

●進路指導 

・出口の部分を明確に決めてもらいたい。（進学か就職か）。それによって、授業の持っていき方や評価の仕方も変わってくると思うので、学校として統一して欲しい。 

●部活動（農ク・生徒会） 

・交通費の支給 

・生徒会クラブの活性化を。 

●その他 

・本校は、学校説明会の回数が多く、専門の先生方はその上に土日の産業フェアなど代休ばかり増える。働き方改革のためにも、せめて合格者説明会を他校のように合格発表の日

にするなど代休が増えないように考えるべきです。 

 


